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船舶事故調査報告書 

 

                              平成２７年１１月１９日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                       委   員  庄 司 邦 昭（部会長） 

委   員  小須田   敏 

委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 衝突 

発生日時 平成２６年１２月２８日 １０時５０分ごろ 

発生場所 和歌山県太地
た い じ

町梶取
かんとり

埼南東方沖 

梶取埼灯台から真方位１５４°３.２海里（Ｍ）付近 

 （概位 北緯３３°３２.１１′ 東経１３５゜５９.１６′） 

事故調査の経過  平成２６年１２月２８日、本事故の調査を担当する主管調査官（神

戸事務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

Ａ 貨物船 HAPPY
ハ ッ ピ ー

 SAILING
セ イ リ ン グ

（カンボジア王国籍）、１,２９１トン 

   ８８４４２３２（ＩＭＯ番号）、HAPPY SAILING SHIPPING CO.,  

   LIMITED 

   ７３.２８ｍ×１１.５０ｍ×７.１０ｍ、鋼 

   ディーゼル機関、７３６kＷ、１９９０年（建造年） 

Ｂ 漁船 政
せい

亮
りょう

丸、１９トン 

   ＯＴ２－３５８０（漁船登録番号）、個人所有 

   １６.４８ｍ（Lr）×３.８３ｍ×１.６５ｍ、ＦＲＰ 

   ディーゼル機関、４７８.１kＷ、昭和６３年７月１６日 

   第２９４－１８４５９号（船舶検査済票の番号） 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長Ａ（中華人民共和国籍） 男性 ４０歳 

   締約国資格受有者承認証 船長（カンボジア王国発給） 

    交付年月日 ２０１３年８月２０日 

          （２０１８年８月２０日まで有効） 

Ｂ 船長Ｂ 男性 ４１歳 

   一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

    免許登録日 平成４年８月６日 

    免許証交付日 平成２４年６月４日 

           （平成２７年３月２日まで有効） 

 死傷者等 Ａ なし 

Ｂ 軽傷 １人（甲板員Ｂ） 

 損傷 Ａ 球状船首部に凹損及び擦過傷 

Ｂ 左舷中央部に破口、亀裂等、のちに沈没（全損） 

 事故の経過  Ａ船は、船長Ａほか８人（中華人民共和国籍７人、ミャンマー連邦
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共和国籍１人、バングラデシュ人民共和国籍１人）が乗り組み、船長

Ａ及び甲板手が船橋当直につき、約２２９゜（真方位、以下同じ。）

の針路、約１０ノット（kn）の速力（対地速力、以下同じ。）で、熊

野灘を航行した。 

船長Ａは、梶取埼南東方沖を南西進中、２Ｍレンジとしたレーダー

により、右舷船首方約２ＭにＢ船を探知し、方位の変化を確認したと

ころ、ゆっくり船尾方に変化していることを知った。 

 船長Ａは、自動衝突予防援助装置でＢ船との最接近距離が０.２Ｍ

と表示されたので、Ｂ船の船首方を通過できると思い、針路及び速力

を保持して南西進した。 

Ａ船は、船長Ａが右舷至近にＢ船を認め、衝突の危険を感じ、右舵

一杯、機関を後進としたが間に合わず、平成２６年１２月２８日１０

時５０分ごろ、Ａ船の船首部とＢ船の左舷中央部とが衝突した。 

 船長Ａは、海上保安庁及び船舶管理会社に本事故の通報を行い、救

命いかだに移乗したＢ船の乗組員を救助し、海上保安庁の指示で和歌

山県串本町串本港に入港した。 

 Ｂ船は、船長Ｂ及び甲板員Ｂ（インドネシア共和国籍）ほか６人

（全員インドネシア共和国籍）が乗り組み、船長Ｂが単独で船橋当直

につき、乗組員６人に船首甲板で操業の準備作業を、乗組員１人に食

事の準備をそれぞれ行わせ、約１８０゜の針路、約７～８knの速力

で、梶取埼南東方沖を四国南方沖の漁場に向けて航行した。 

 船長Ｂは、舵輪後方の椅子に腰を掛けて自動操舵とし、６Ｍレンジ

としたレーダーにより、左舷正横約２ＭにＡ船を探知し、その後Ａ船

を視認したところ、進路が交差する態勢であることを知ったが、Ａ船

ほどの大きさの貨物船がふだん１４～１５knの速力で航行しているこ

とが多いので、Ｂ船の船首を通過していくものと思い、Ａ船から目を

離し、船首方を見ながら南進を続けた。 

 船長Ｂは、突然、衝撃を感じ、操舵室の後方に飛ばされ、起き上が

って船外に出たところ、Ａ船と衝突したことを知った。 

 Ｂ船は、Ａ船の船首部が機関室付近に突き刺さった態勢で約２分間

右舷方に押され、Ａ船が離れた後、船体が左舷側に大きく傾斜した。 

 船長Ｂは、救命胴衣を着用した乗組員全員を船尾甲板から救命いか

だに移乗させ、１０時５５分ごろ退船した。 

 船長Ｂ及びＢ船乗組員は、右に旋回して救命いかだに接近したＡ船

に救助された。 

 船長Ｂは、退船前に持ち出した防水型の携帯電話により、漁業無線

局へ連絡した後、１１８番通報を行った。 

 Ｂ船は、漂流を始め、サルベージ船によってえい
．．

航作業が試みられ

たが、荒天により中断された後、行方不明となり、沈没したものと判

断された。 
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 船首甲板で作業をしていた甲板員Ｂは、衝突の衝撃により、船首甲

板の物入れドアに頭部が当たり、頭部打撲を負った。 

（付図１ 事故発生経過概略図、付図２ 事故発生経過概略図（拡

大）、付表１ Ａ船のＡＩＳ記録（抜粋） 参照） 

 気象・海象 

 

気象：天気 曇り、風向 北東、風力 ３、視界 良好 

海象：波高 約０.５～１.０ｍ、潮汐 満潮時、海水温度 約１８℃ 

 その他の事項 

 

 Ａ船は、スクラップ鉄約１,５７３ｔを積んでいた。 

 Ｂ船は、１年を通じて本州～四国の南方沖でまぐろはえ縄漁に従事

していた。 

 Ｂ船は、えさ約３ｔ、燃料約２０kℓを積載していた。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

Ａ あり、Ｂ あり 

Ａ なし、Ｂ なし 

Ａ なし、Ｂ なし 

 Ａ船は、梶取埼南東方沖を南西進中、船長Ａが、Ｂ船の方位が変化

しているように見えたので、Ｂ船の船首方を通過できるものと思い、

Ｂ船に対する見張りを適切に行っていなかったことから、Ｂ船の方位

が変わらずに接近していることに気付かずに航行し、右舷至近にＢ船

を認め、右舵一杯としたものの、Ｂ船と衝突したものと考えられる。 

 Ｂ船は、梶取埼南東方沖を南進中、船長Ｂが、左舷正横にＡ船を認

めた際、それまでの経験でＡ船ほどの大きさの貨物船の速力ではＢ船

の船首方を通過していくものと思い、Ａ船に対する見張りを適切に行

っていなかったことから、Ａ船の方位が変わらずに接近していること

に気付かずに航行し、Ａ船と衝突したものと考えられる。 

原因  本事故は、梶取埼南東方沖において、Ａ船が南西進中、Ｂ船が南進

中、船長Ａが、Ｂ船の船首方を通過できるものと思い、見張りを適切

に行っておらず、また、船長Ｂが、Ａ船がＢ船の船首方を通過するも

のと思い、見張りを適切に行っていなかったため、共に相手船の方位

が変わらずに接近していることに気付かずに航行し、両船が衝突した

ことにより発生したものと考えられる。 

参考  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・船橋当直に当たる者は、全ての手段を用いて常に適切な見張りを

行うこと。 
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付図１ 事故発生経過概略図 
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付図２ 事故発生経過概略図（拡大） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付表１ Ａ船のＡＩＳ記録（抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ※ 船位は、船橋上方に設置されたＧＰＳアンテナの位置である。 

   ※ 対地針路は、真方位を示す。 

時　刻 北　緯 東　経 船首方位 対地針路 対地速力

(時：分：秒) （°-′-″） （°-′-″） （°） （°） （kn）

 10:38:01 33-33-31.2 136-01-02.5 225 229 10.2
 10:39:01 33-33-24.5 136-00-53.3 227 229 10.3
 10:40:01 33-33-17.8 136-00-44.1 226 229 10.1
 10:42:02 33-33-03.9 136-00-25.9 223 226 10.0
 10:43:02 33-32-57.0 136-00-17.1 225 227 10.1
 10:44:02 33-32-50.2 136-00-08.1 223 228 10.2
 10:45:02 33-32-43.4 135-59-59.2 225 229 10.2
 10:46:51 33-32-31.4 135-59-42.9 225 228 9.9
 10:48:02 33-32-23.4 135-59-32.1 225 229 10.0
 10:49:02 33-32-16.6 135-59-23.1 225 227 10.2
 10:50:11 33-32-08.7 135-59-12.7 225 223 10.1
 10:50:32 33-32-06.8 135-59-10.6 246 229 6.1
 10:51:02 33-32-05.8 135-59-08.2 270 251 3.2
 10:51:25 33-32-05.4 135-59-07.0 287 251 1.9
 10:52:02 33-32-04.9 135-59-06.4 296 175 0.8


